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あ
り

て
、
立
文
十
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年
陀
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氏
の
盗
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主
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て
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の
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に
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新
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に
居
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せ
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た
る
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あ
ら
屋
敷
と
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新
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中
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呼
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た
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な
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元
称
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四
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の
郷
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名
義
抄
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中
園
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都

新
屋
敷
村
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昔
年
深
江
村
よ
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村
致
す
に
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新
屋
敷
村
と
唱
巾
・。

と
あ
り
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是
と
同
じ
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然
る
に
・
明
治
段
務
の
際
・
長
大
隅
守
の
綿

放
に
綴
り
て
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大
隅
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と
町
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と
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も
・
今
も
世

人
は
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敷
或
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中
と
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潔
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下
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敷
を
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右
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。
此
の

地
は
そ
の
か
み
南
民
間
の
村
地
を
引
揚
げ
、
下
邸
陀
賜
は
り
た
る
も

の
也
。
深
美
氏
の
停
役
陀
云
ム
。
立
文
元
年
召
抱
え
ら
れ
・
宮
腰
口

の
紛
り
方
と
し
て
、

此
の
地
に
居
邸
を
賜
は
り
、
表
K
家
屋
を
建
て

居
住
あ
り
し
か
ど
‘
後
今
云
ム
楽
町
の
邸
地
を
賜
は
り
、
帯
出
邸
は
下

屋
敷
と
成
れ
り
。
故
に
本
邸
の
時
の
長
屋
を
ば
後
々
迄
残
せ
り
と
一E

俳
ふ
と
o
然
る
に
腹
務
の
際
・
彼
の
長
屋
を
段
ち
・
下
邸
の
名
総
生

厳
し
、
淀
川
比
町
名
を
深
見
町
と
し
た
れ
ど
、
後
退
々
家
屋
を
段
ち
、

今
は
悉
〈
朗
自
同
と
成
り
・
僅
に
一
戸
磁
れ
る
の
み
。

O
前
回
近
江
守
下
邸
跡

俗
に
土
佐
家
中
と

呼
べ
り
。

此
の
下
邸
は
後
に
賜
は
り
た
る
も
の

也。

十
二
附
定
性
抑
制
令
所
の
都
民
戦
せ
た
る
亥
十
二
月
イ
一
日
付

前
回
劉
馬
等
連
名
の
牲
付
に
、
前
間
三
友
術
門
殿
下
屋
敷
山拭
水
築

山
有
v
之
磁
・
井
武
拾
凶
・五
間
四
方
之
屋
敷
、
右
武
ケ
所
被
ν
下
候
保

被
=相
渡
一
共
外
は
上
り
候
問
.
剛山
取
可
ν
被
v
巾
。
と
あ
り
。
右
は
前
治

二
年
た
る
べ
し
。
但
し
右
下
邸
は
、
延
貨
の
金
部
聞
に
紋
せ
た
る
三

枇
町
の
下
邸
友
り
。
延
賓
の
後
三
枇
の
下
邸
主
召
上
げ
ら
れ
、
更
に

宮
腰
口
町
端
に
て
賜
は
り
た
る
も
の
也
。
底
草
加
の
際
下
邸
の
名
綿
を

出国し
、
更
に
陛
r
井
町
と
町
名
を
建
て
た
り
し
か
ど
、
迫
-R

家
屋
を
品目

ち
聞
畠
と
な
し
.
今
は
僅
に
一
戸
残
れ
る
の
み
。

O
長
田
弓
町

俗
に
長
聞
の
組
と
呼
べ
り
。

此
の
地
は
長
関
町
の
装
に
て
‘
府
出
稼
中

は
持
弓
組
腕
卒
の
組
地
な
り
o
放
に
長
悶
弓
町
と
呼
べ
り
o
組
地
E

初
て
取
究
め
た
る
時
・
組
頭
よ
り
願
住
民
・

健

一
、
宮
腹
口
深
笑
お
京
下
屋
敷
際
よ
り

五
七




